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阿南市フェイスブック

市内29事業者でつくる一般社団法人「国際野球観光交
流協会」が、観光事業に関するプロジェクト会議を12
月19日、ホテルサンオーシャンで開催しました。本プ
ロジェクトは、地域事業者が連携し、「野球のまち」事
業などで、まちの産業発展や観光推進を図るもの。同協
会代表理事の四宮　仁さんは、「異業種・多業種で知恵
を出し合って新事業を創出し、まちを盛り上げていきた
い」と意気込みを語りました。

地域事業者が連携　プロジェクト始動

仲間とともに生きがいづくり、介護予防につなげ
るグループ「あななんサロン」の交流会が12月4
日、文化会館で開催され、112人が参加しました。
参加者は徳島ヴォルティスコーチ指導によるいす
やボールを使った簡単な運動を通して交流を深め
ました。参加した原田君子さん（福井町・90歳）
は「これからも社会に出て、さまざまな方と交流
を深めたいです」と話していました。

もっと元気に　あななんサロンが交流

クリスマスを彩る光の祭典「ルミナスタウンプロジェク
ト2018」が12月23日から25日にかけて開催されました

（阿南光のまちづくり協議会主催）。牛岐城趾公園には、
ＬＥＤのビッグクリスマスツリーが幻想的な光を放ち、
公園をクリスマス一色に染めていました。また光で飾ら
れた特設ステージでは、演奏やダンスなどが披露され、
イベントを盛り上げました。

輝くツリー　光の祭典華やかに

四国霊場22番札所・平等寺が、さい銭をスマートフ
ォンで決済するサービスを12月25日に始めました。
スマホアプリ「Amazon Pay」「ｄ払い」を利用。さ
い銭箱付近に設置されたタブレット端末に金額を入力
し、表示されたＱＲコードを自身のスマホで読み込ま
せれば電子決済が完了。平等寺副住職の谷口真梁さん
は、「現金の持ちあわせがなくても、気軽にお寺参り
をしてほしい」と話していました。

さい銭もキャッシュレス

トイレを清潔に保つことで、児童の学習環境を向上し
ようと、12月１日、富岡小学校のトイレを約30人の
ボランティアや児童保護者が清掃しました（阿南掃除
に学ぶ会主催）。また、長谷信夫さん（富岡町）が洋
式トイレ1基を寄贈し、２年生の女子トイレに設置し
ました。参加した同校ＰＴＡ会長の星場俊之さんは、

「トイレがきれいな校舎で、児童には勉学に励んでほ
しい」と話していました。

学習環境向上はトイレから

郷土の偉人の業績を学ぶ「阿南市の先覚者たち」の出前
授業を行っています。12月５日、桑野小学校の５・６
年生を対象に岩佐勝江さん（横見町）が講師となり、徳
島県選出で日本初の女性国会議員となった紅露みつさん
について学びました。講師の岩佐さんは、「23年間にわ
たり国会で活躍し、老人福祉法や母子保健法などの成立
に尽力した紅露さんは、桑野町の誇りです」と伝えまし
た。

郷土の偉人を学ぶ　出前授業実施

劇団夢創の第19回公演「HEISEI LAST CHRISTMAS サ
ンタクロースって本当にいるの？」が、12月23日、24
日に文化会館で上演されました。今回の公演はクリスマ
ス・ミュージカル。文化会館に足を踏み入れた瞬間から、
わくわくするような舞台装飾が来場者を迎え、出演者は
ダンスや演劇を織り交ぜて、見ているだけで楽しくなる
たくさんのクリスマスソングを届けました。

心踊る　劇団夢創のクリスマスショー

木の良さや木材利用の意義を学ぶ「木育」を推進するた
め、「木育広場」が12月14日、市庁舎１階こども課前に
設置されました。木のフローリングの上に、子どもが２、
３人入れる大きさの木球プール、木の香りやぬくもりを
感じる積み木やドミノが置かれ、子どもたちに遊んでい
ただけます。県内自治体庁舎での設置は初めてです。

木のぬくもりを感じて　市庁舎に木育広場

明るく住みよいまちづくりをテーマに「第22回
阿南市人権フェスティバル」が12月９日、文化
会館と富岡公民館で開催され、約1,000人が来場
しました。記念行事では、俳優の原田大二郎さん

（北條民雄文学賞選考委員）と森 水菜さん（同文
学賞大賞受賞者、熊本県在住）のトークセッショ
ンが行われました。車いすで生活している森さん
は、思春期の頃は車いすが恥ずかしくて電車に乗
れなかったりしましたが、今では何事も前向きに
楽しんでいることを話しました。また、熊本地震

住みよいまちをめざして
市人権フェスティバルを開催

の経験にも触れ、震災時・後には困っている障がい者がいることをもっと知ってほしいと伝えました。引き
続き行われた原田さんの講演では、ご子息がいじめを受けた体験から、相手のことを考えることがいじめを
なくす１番の方法だと話しました。会場では人権啓発標語・ポスター・作文の表彰式や那賀川中学校生徒に
よるお茶席なども行われました。
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